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研究背景

 ため池の老朽化（漏水，侵食）

 自然災害の激甚化・頻発化

 ため池整備設計指針の改定

（締固め度95%，レベル1・レベル2地震動）

 改修に必要な粘性土（刃金土）の枯渇

 代替工法のベントナイト系遮水シート
（GCL）を用いたため池改修の増加

ベントナイト系遮水シート（GCL）
の敷設状況（兵庫県）
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研究目的
遮水シート工法で改修された堤体の耐震性

検証と地震時挙動の解明
→ E-ディフェンスを使用した加振実験

実験の特徴
 前刃金工法，遮水シート工法による改修堤

体を作製 → 各工法の耐震性検証
 堤高3mの堤体 → 小規模ため池としては実

大規模
 平成27年に改定された設計指針を考慮（締

固め度を95%，レベル1，2地震動を想定）
 上流側に湛水部を再現→不飽和部と飽和部

の挙動を比較

前刃金工法で改修された堤体モデル（従来工法） 遮水シート工法で改修された堤体モデル

振動台と鋼製土槽

鋼製土槽×2

20m 15m

堤体モデルへのGCL敷設状況
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研究から得られた主な知見
 遮水シート工法で改修されたため池は，レベル2地震動を想定した加

振（約470gal）では，堤軸方向クラックが天端に発生したものの，小
規模なため池に求められる耐震性（レベル1地震動に対する安定性）
を満たしており，従来の前刃金工法にも劣らないことが検証された．

 堤体上流側の飽和領域では，密な地盤の非排水せん断挙動として，加
振時に負の間隙水圧が生じ，締め固めの重要性が再確認された．

実験結果例

遮水シート工法モデルの天端で発生したクラック 天端加速度最大時の堤体の加速度分布
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